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挿絵ThomasBewick(1753-1828)

「英国農村の風物を余白挿絵（いわゆ

るカット）風に点出する場合、他のどん

な版画家の作品よりもビューイックが

ふさわしく、打ってつけであることを、

私はギルバート ・ホワイトの「セルポー
ン博物誌」の邦語訳を岩波文庫に入れる

に際し、当時英国文化使節として日本に

来ていたエドマンド・ブランデンとも検
討の上、結論づけた思い出がある」

寿岳文章


